














は、2007 年から 2014 年までは約 2 万 5 千人から約 2 万 9 千人の増加だったが、2016
年には 34,335 人となり、2018 年には 40,485 人となった。また、「日本語指導が必要な
日本国籍の児童生徒数」も 2007 年には 4,383 人であったのが、2018 年には 10,274 人
となり、帰国児童生徒や重国籍の児童生徒の増加、さらに、保護者の国際結婚の増加が
背景にあることがうかがえる。一方で、海外に住む日本人の子どもも増加し続けている。
外務省（2017）の「海外在留邦人数調査統計」によると、2008 年には約 6 万人弱であっ
























































































　本調査は、日本国内の大学に通う 3 名の継承日本語話者（以下 A、B、C）を対象に
実施した。被験者らの背景は以下の通りである。







・被験者 C：日本で生まれ、2 ヶ月のときにハワイへ移住し、10 歳までハワイの現
− 42 −
















































































































































































































































































･･･ ここでいう自由とは ･･･ ここでいう自由
･･･他人の自由を奪う自由･･･他人の自由を（笑）
奪う自由、とは ･･･




















































































































































































































1． Block（1986）が用いたストラテジー分類項目は以下の 15 項目である。1. Anticipate 
content 2. Recognize text structure 3.Integrate information 4.Question information in 
the text 5. Interpret the text 6.Use general knowledge and associations 7. Comment 
on behavior or process 8. Monitor comprehension 9. Correct behavior 10. React the 
text 11. Paraphrase 12. Reread 13. Question meaning of a clause or sentence 14. 
Question meaning of a word 15. Solve Vocabulary problem
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